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栃木市告示第１１７号  

 

 栃木市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成２２年栃木市条例第１６

２号）第３条第１項の規定に基づき、令和７年度栃木市一般廃棄物処理実施

計画を次のように定める。 

 

                    令和７年４月１日 

                    栃木市長 大 川 秀 子  
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令和７年度 

栃木市一般廃棄物処理実施計画 

 

第１章 ごみ処理実施計画 

 

１ 計画区域 

ごみ処理実施計画の適用区域は、栃木市全域とする。 

 

２ 一般廃棄物（ごみ）の発生量及び処理量の見込み 

ごみの発生量及び処理量の見込みは、別紙１のとおりとする。 

 

３ 一般廃棄物（ごみ）の排出の抑制のための方策 

一般廃棄物（ごみ）の排出の抑制のための方策は、次の各号に定めると

おりとする。 

 (1) 市民の排出の抑制のための方策 

  ア 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３５号。

以下「法」という。）及び栃木市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

（平成２２年栃木市条例第１６２号。以下「条例」という。）の規定

に基づき排出の抑制に協力する。 

  イ ごみの資源化の目標量は、８，１６３．００トンとする。 

  ウ 生ごみは、生ごみ処理機等を用いて堆肥として再利用するほか、生

ごみの水切りによる減量化を図る。 

 

 (2) 事業者の排出の抑制のための方策 

  ア 法及び条例の規定に基づいて排出の抑制に協力する。 

  イ 資源ごみは、自ら回収することにより、再生利用を促進し、ごみの

減量化に協力する。 

 

 (3) 市の排出の抑制のための方策 

  ア 各自治会に地域クリーン推進員を設置し、地域住民に対する分別指

導を行う。 

  イ 市民の資源ごみ回収に対する支援として、団体の回収量に応じて報
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奨金を交付する。 

  ウ 生ごみ処理機等を設置した市民に対し補助金を交付する。 

    補助予定数は、コンポスト容器２５基、電気式生ごみ処理機４０基

とする。 

  エ 廃食用油のリサイクル推進に努める。 

  オ アからエまでのほか、市民及び事業者のごみの資源化・減量化の方

策に協力する。 

 

４ 市が分別して収集するものとしたごみの分別の区分及び排出方法 

市が分別して収集するものとしたごみの分別の区分及び排出方法は、次

のとおりとする。 

 (1) 家庭系ごみ 

   次の５種１３分別により回収を行う。 

分別区分 主なもの 排出方法 回収方法 排出先 

もやすごみ 生ごみ、紙く

ず（資源化で

きないもの）、

発泡スチロー

ル、やわらか

いプラスチッ

ク、ビデオテ

ープ、衣類、く

つ、かばん、紙

おむつ（汚物

は取り除く）、

木枝等 

市の指定袋に入れ口を縛

り、自治会名（又は町名）

と氏名を記入する。 

木枝は、太さ１０㎝以下、

長さ６０cm 以下に切っ

て束ね、自治会名（又は

町名）と氏名を紙に書い

て貼って出す。 

ステーシ

ョン回収 

とちぎク

リーンプ

ラザ 

もやさないご

み 

陶磁器、ガラ

ス、シャンプ

ー・洗剤の容

器などのかた

いプラスチッ

ク、電球（蛍光 

透明又は中身が見える袋

に入れ口を縛り、自治会

名（又は町名）と氏名を

記入する。 

割れたガラ スや刃物 類

は、紙などで包んで「ガ 

ステーシ

ョン回収 

とちぎク

リーンプ

ラザ 
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 灯以外）、空カ

ン・空ビン・ペ

ットボトルの

キャップ等 

ラス危険」などと表記す

る。 

最大寸法が６０㎝より大

きなものは、粗大ごみと

なる。 

  

 

ス プ レ

ー缶 

ヘ ア ス プ レ

ー、殺虫剤、カ

セットガスボ

ンベ等 

中身を使い切って、穴を

２箇所以上開け、マジッ

ク等で穴のまわりを丸く

囲み、スプレー缶だけを

他のごみと混ぜないで、

透明又は中身が見える袋

に入れ口を縛り、自治会

名（又は町名）と氏名を

記入する。 

ス テ ー シ

ョン回収 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 

有害ごみ 

 

乾電池（アル

カリ乾電池・

マンガン乾電

池・リチウム

乾電池・オキ

シライド乾電

池）、体温計、

使い切ったラ

イター 

透明又は中身が見える袋

に入れ口を縛り、自治会

名（又は町名）と氏名を

記入する。 

小型充電式電池及びボタ

ン電池は、ステーション

回収しない。 

ス テ ー シ

ョン回収 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 

 蛍光管 蛍光管 購入時の箱に入れるか中

身が見える袋に入れ、自

治会名（又は町名）と氏

名を記入する。 

むき出しの状態で出す場

合はひもで縛って、自治

会名（又は町名）と氏名 

を紙に書いて貼って出す。 

ス テ ー シ

ョン回収 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 
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資
源
ご
み 

空カン 

・空ビン 

飲食用のアル

ミ缶、スチー

ル缶及びガラ

スビン 

キャップを外し、市の指

定袋に入れ口を縛り、自

治会名（又は町名）と氏

名を記入する。 

ス テ ー シ

ョン回収 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 

ペ ッ ト

ボトル 

・食品用

トレイ 

 

清涼飲料・し

ょう油・みり

ん・酒類用の

ペットボトル

及び鮮魚・精

肉・惣菜・青果

等が入ってい

た食品用の発

泡スチロール

製の皿で、白

色のみではな

く色物・柄物

も含む。 

市の指定袋に入れ口を縛

り、自治会名（又は町名）

と氏名を記入する。 

ペットボトルは、キャッ

プ及びラベルを取り除き

出す。 

食品用トレイのうち、柔

らかいプラスチック製、

紙製、納豆・カップ麺の

容器はもやすごみとし、

硬いプラスチック製はも

やさないごみとする。 

ス テ ー シ

ョン回収 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 

 

小 型 家

電 

電話機、ラジ

オ、電子レン

ジ等 

透明又は中身が見える袋

に入れ口を縛り、自治会

名（又は町名）と氏名を

記入する。 

大きいものについては、

氏名等を明 記してあ れ

ば、袋に入れなくてもよ

いものとする。 

最大寸法が６０㎝より大

きなもの、石油ストーブ

及びフロン を含む製 品

は、粗大ごみとする。 

ス テ ー シ

ョ ン 回 収

及 び 拠 点

回 収 （ ４

０ ㎝ 以 下

の も の に

限る。） 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 

紙
類 

新
聞
紙 

新聞紙、折込

みチラシ 

新聞紙にチラシを折り込む

か、又は交互に重ねて、ひ

もで十文字に縛って出す。 

ス テ ー シ

ョン回収 

市 が 指 定

した場所 
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紙
類 

 

 持ち去り行為を防止する

ため上面に「栃木市所有」

とマジック 等で記入 す

る。 

  

雑
誌
・
そ
の
他
の
紙 

雑誌・マンガ・

本・大きな紙・

空き箱（ティ

ッシュの箱な

ど）、小さな紙

類 

ひもで十文字に縛って出

す。 

十文字に縛ることができ

ない小さな紙類は、紙袋

（ビニール加工のものを

除く）に入れ、袋をひも

で十文字にしばるか、袋

の口をホチキスで閉じて

出す。 

ス テ ー シ

ョン回収 

市 が 指 定

した場所 

 ダ
ン
ボ
ー
ル

紙 ダンボール ひもで十文字に縛って出

す。 

ス テ ー シ

ョン回収 

市 が 指 定

した場所 

紙
パ
ッ
ク 

紙パック（内

側が白い飲料

用紙パックに

限る。） 

良く洗って、切り開き、

乾かしてから、ひもで十

文字に縛って出す。 

ス テ ー シ

ョン回収 

市 が 指 定

した場所 

粗大ごみ 自転車、スト

ーブ及びファ

ン ヒ ー タ ー

（灯油などを

使用するもの

に限る。）、い

す、机（学習用

等）、ソファ、

家具、応接セ

ット、ベッド、

特定家庭用機 

直接とちぎクリーンプラ

ザに搬入するか、有料で

戸別収集す るものと す

る。 

直 接 搬 入

又 は 有 料

に よ る 戸

別収集 

と ち ぎ ク

リ ー ン プ

ラザ 
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 器（テレビ・洗

濯機及び衣類

乾燥機・冷蔵

庫 及 び 冷 凍

庫・エアコン）

等 

   

   ごみステーションに出せるごみの量は、１世帯１回当たり、４５ℓの袋

に換算して３袋までとする。蛍光管については１回に出せる量は、５本

以内とする。 

   動物の死体については、通報により収集を行う。ただし、飼犬、飼猫

等については有料とする。 

   廃食用油については、市内公共施設９箇所（市役所本庁舎、とちぎク

リーンプラザ、大平総合支所、藤岡総合支所、都賀総合支所、西方総合

支所、岩舟総合支所、道の駅みかも、道の駅にしかた）及び民間店舗４

箇所において拠点回収する。回収する油は家庭から出る植物性の使用済

み天ぷら油や賞味・消費期限切れの古い食用油（サラダ油、菜種油、紅

花油、コーン油、ごま油、オリーブオイル等）とする。 

   小型家電（４０㎝×２０㎝未満）、携帯電話・スマートフォン・タブ

レット、使用済みインクカートリッジ、小型充電式電池は、市内公共施

設７箇所（市役所本庁舎２階、とちぎクリーンプラザ、大平総合支所、

藤岡総合支所、都賀総合支所、西方総合支所、岩舟総合支所）において

拠点回収する。 

 

 (2) 事業系ごみ 

   事業系のごみ（事業活動に伴って生じる一般廃棄物）の区分について

は、家庭系のごみの区分と同じとする。 

   排出については、中身が確認できる袋に入れるものとする。木枝につ

いては太さ１０cm 以下、長さ６０cm 以下に裁断されていればよいもの

とする。 

 

５ 収集運搬計画 

 (1) 一般家庭からの家庭系ごみについては、次のとおり委託業者が収集運
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搬する。 

ごみの種類 回  数 

もやすごみ ２回／週 

もやさないごみ ３回／月 

スプレー缶 ３回／月 

有害ごみ ３回／月 

蛍光管 ３回／月 

空カン・空ビン ２回／月 

ペットボトル・食品用トレイ ２回／月 

小型家電 １回／月 

新聞紙 ２回／月 

雑誌・その他の紙 ２回／月 

ダンボール ２回／月 

紙パック ２回／月 

粗大ごみ 戸別有料回収 

  ※５月３日～５月６日、１月１日～１月３日は収集しない。 
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 (2) 市委託業者の収集運搬委託区域は、次のとおりとする。 

ごみの種類 

栃
木
中
央
地
域 

栃
木
東
地
域 

栃
木
西
地
域 

大
平
地
域 

藤
岡
地
域 

都
賀
地
域 

西
方
地
域 

岩
舟
地
域 

ご
み
類 

もやすごみ 

栃
木
清
掃
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

㈲
栃
木
ク
リ
ー
ン 

㈲
栃
環 

㈲
大
環
舎 

㈱
フ
ジ
オ
カ
ク
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス 

一
般
社
団
法
人
都
賀
町
委
託
業
務
受
託
セ
ク
タ
ー 

㈲
栃
北
興
業 

㈲
岩
舟
衛
生
社 

もやさない

ごみ 

スプレー缶 

有害ごみ 

蛍光管 

空カン・空

ビン 

ペットボト

ル・食品用

トレイ 

小型家電 

粗大ごみ 

紙
類 

新聞紙 
㈱
テ
ー
ア
ー
ル
シ
ー 

㈲
栃
北
興
業 

雑誌・その

他の紙 

ダンボール 

紙パック 

 

 (3) 市有施設 

   市有施設については、家庭系ごみを収集運搬している区域の委託業者

が収集する。 

 

 (4) 事業系ごみ 

   事業系ごみについては、排出者自ら運搬するか、一般廃棄物収集運搬

業許可業者に依頼し、随時、とちぎクリーンプラザに搬入するものとす

る。 
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   なお、一般廃棄物収集運搬許可業者は別紙２のとおりとする。ただし、

年度途中で許可することが相当と市長が認めた場合は、この限りでない。 

 

 (5) ごみ出しサポート 

   ごみをごみステーションまで拠出することが困難な高齢者や障がい者

等に対し、戸別訪問によるごみ収集を実施する。 

 

６ 中間処理計画 

分別区分 処理方式 

もやすごみ 焼却 

もやさないごみ 破砕・選別 

スプレー缶 破砕・選別 

有害ごみ 
乾電池、体温計 保管 

ライター 破砕・選別 

蛍光管 破砕・保管 

空カン・空ビン 
カン類 選別・圧縮 

ビン類 選別 

ペットボトル・食品用トレイ 選別・圧縮・梱包 

小型家電 選別・保管 

新聞紙 保管 

雑誌・その他の紙 保管 

ダンボール 保管 

紙パック 保管 

粗大ごみ 破砕・選別 一部再生 

廃食用油 保管 

家庭系ごみを委託業者がとちぎクリーンプラザに搬入する場合の処

理手数料は無料とする。 

家庭系ごみであっても、市民等がとちぎクリーンプラザに直接搬入

する場合、又は事業系のごみ処理手数料は２５０円／１０kg とする。 
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７ 最終処分計画 

分別区分 対象物 処理方法 

もやすごみ 焼却残渣 埋立 

もやさないごみ 

可燃残渣 焼却施設で処理 

不燃残渣 埋立 

金属 売却処分 

スプレー缶 不燃残渣 
埋立 

鉄がら等は売却処分 

有害ごみ 
乾電池、体温計 専門業者へ資源化委託 

ライター 埋立 

蛍光管 蛍光管 専門業者へ資源化委託 

空カン・空ビン 
カン 売却処分 

ビン 専門業者へ資源化委託 

ペットボトル・食

品用トレイ 

ペットボトル 専門業者へ資源化委託 

鮮魚・精肉・惣菜・青果等が

入った食品用の発泡スチロ

ール製の皿で、白色のみで

はなく色物・柄物も含む。 

専門業者へ資源化委託 

新聞紙 新聞紙、チラシ 売却処分 

雑誌・その他の紙 雑誌、その他の紙 売却処分 

ダンボール ダンボール 売却処分 

紙パック 
牛乳パック、内側が白い飲

料用紙パック 

売却処分 

粗大ごみ 

不燃残渣 埋立 

金属 売却処分 

再生品 売却処分 

廃食用油 植物性油 売却処分 
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８ ごみの適正な処理及びこれを実施する者に関する基本事項 

 (1) 排出者自らの責任において適正に処理しなければならないごみは、次

のとおりとする。 

  ア 事業系のごみ（産業廃棄物、事業系一般廃棄物、特別管理廃棄物等） 

    なお、１日平均１０㎏以上又は１回３０㎏以上の一般廃棄物の排出

がある事業者に対して、市は、運搬すべき場所及び方法を指示するこ

とができるものとする。 

  イ 毒性のあるごみ（農薬、殺虫剤等） 

  ウ 爆発、強燃焼性のあるごみ（ボンベ、廃石油類等） 

  エ オートバイ、自動車及びそれらの部品等 

  オ その他市が行う収集運搬及び処分に困難をきたすごみ 

  カ 特定家庭用機器再商品化法に基づく４品目（テレビ、洗濯機及び衣

類乾燥機、冷蔵庫及び冷凍庫、エアコン）及び資源有効利用促進法に

基づく家庭用パソコンについては、法に基づいて適正に処理するもの

とする。 

  キ 引越し等で一時に大量に排出されるごみ 

    排出者自ら清掃工場等に搬入するか、又は許可業者に収集運搬を委

託する等して適正に処理する。 

 

 (2) 排出するまでに排出者自らが処置をしたうえで、出さなければならな

いごみは、次のとおりとする。 

  ア スプレー缶（缶に穴をあけてガス抜きをする。） 

  イ 著しく悪臭を発する物（臭いや液が漏れないように密封する。） 

  ウ ペットボトル・食品用トレイ（水洗いをして汚れを落とす。ペット

ボトルはラベルをはがす。） 

  エ ガラスくず・刃物・針等（紙などに包み中身を明記する。） 

  オ ペンキ・油類の容器（中身を使い切り、空の状態にする。） 

  カ 在宅医療廃棄物のうち紙おむつ・点滴バッグ・ＣＡＰＤバッグ・チ

ューブ・カテーテル・脱脂綿・ガーゼ等で感染性廃棄物に該当しない

もの（汚物、残存物を除去し、紙にくるみもやすごみで排出する。） 
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９ 一般廃棄物（ごみ）処理施設の整備に関する事項 

  栃木市で発生した一般廃棄物の中間処理を行っているとちぎクリーンプ

ラザの概要は、次のとおりである。 

施設名 稼働開始日 処理能力 

ごみ焼却施設 平成１５年４月１日 
ストーカ方式 

１１８．５t／２４h×２基 

リサイクルプラザ 平成１５年４月１日 
破砕、選別、圧縮 

３０t／５h 

リサイクルセンター 平成３年４月１日 
選別、圧縮 

２０t／５h 

 

１０ その他ごみの処理に関し必要な事項 

 (1) 何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならないとされており、不法投棄

物の片付けは投棄者が行うべきものであるが、投棄者が不明の場合は、

土地又は建物の占有者（又は管理者）の責任において清潔を保つために

必要な処置を行うものとし、市は必要に応じて協力できるものとする。 

 

 (2) ごみステーションの管理等 

   ごみステーションは、ごみの収集作業を安全かつ効率的に行うために

設置しており、利用する住民が共同して清潔かつ適正に管理し、市は自

治会や集合住宅の管理者等と連携しながら、適正な維持管理が行えるよ

う支援するものとする。 

  ア 市で定めるごみの分け方及び出し方のルールを守ること。 

  イ ごみの飛散防止措置に努めること。 

  ウ 管理責任者を定め、ごみステーションの清潔保持に努めること。 

  エ ごみステーションには、家庭系ごみ以外は排出しないこと。 

 

 (3) 大掃除 

   法第５条第３項及び条例第７条第２項に規定する大掃除の日程は、次

のとおりとする。 
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  ア 春の大掃除 

実施期日 実施区分 

 ５月 ９日（金） 各事業所・学校・官公署 

 ５月１１日（日） 各家庭 

  イ 秋の大掃除 

実施期日 実施区分 

１０月１７日（金） 各事業所・学校・官公署 

１０月１９日（日） 各家庭 

 

１１ 一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項 

 一般廃棄物処分業者については別紙２のとおりとする。 
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第２章 生活排水処理計画 

 

１ 計画区域 

生活排水処理計画の適用区域は、栃木市全域とする。 

 

２ 排水処理施設の整備に関する事項 

 (1) 流域関連公共下水道の整備計画 

   事業認可区域内の未整備区域の縮小に努める。 

  単位(ha) 

地 域 事業認可区域 整備区域 未整備区域 

栃木地域 １，７６２．５６ １，４８１．８０ ２８０．７６ 

大平地域 ５１６．５０ ４５０．６１ ６５．８９ 

藤岡地域 ３７８．７０ ３０８．０１ ７０．６９ 

都賀地域 ３０７．３０ ２６１．１８ ４６．１２ 

西方地域 １３７．２４ １２４．３１ １２．９３ 

岩舟地域 ３９３．２０ ３３０．９８ ６２．２２ 

合 計 ３，４９５．５０ ２，９５６．８９ ５３８．６１ 

（令和７年４月１日現在） 

 

 (2) 浄化槽の整備計画 

   ５人槽以上１０人槽以下の浄化槽について、環境省の浄化槽設置整備

事業により次の補助金を交付し整備の促進を図る。 

   ただし、補助金の交付は予算の定めるところによる。 

人槽区分 補助限度額 補助対象区域 

５人槽 ３３２,０００円 流域関連公共下水道認可区域及び

農業集落排水処理区域を除く行政

区域内 

６～７人槽 ４１４,０００円 

８～１０人槽 ５４８,０００円 
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３ 計画区域内の生活排水（し尿・浄化槽汚泥）の発生量の見込み及び収集

運搬処理計画 

 (1) し尿及び浄化槽汚泥の発生量の見込み 

   ・合併浄化槽汚泥 

    1.5ℓ／日･人 × 28,380 人 × 365 日 ÷ 103 ≒ 15,538.05kℓ 

・単独浄化槽汚泥 

    0.9ℓ／日･人 × 18,143 人 × 365 日 ÷ 103 ≒  5,959.96kℓ 

   ・し尿 

1.6ℓ／日･人 ×  4,852 人 × 365 日 ÷ 103 ≒  2,833.57kℓ 

 

 (2) し尿及び浄化槽汚泥の収集運搬計画 

   市民等がし尿及び浄化槽汚泥の収集運搬を第三者に依頼する際には、

し尿は法第７条の許可を受けている一般廃棄物収集運搬業者、浄化槽汚

泥は一般廃棄物収集運搬業及び浄化槽法（昭和５８年法律第４３号）第

３５条の許可を受けている業者（別紙３）に依頼するものとする。 

 

 (3) し尿及び浄化槽汚泥処理施設 

施設名 栃木市衛生センター 

所在地 栃木県栃木市城内町２丁目６１番５号 

処理能力 ７５ｋℓ／日 

施設名 佐野市衛生センター 

所在地 栃木県佐野市植下町２５５０番地 

処理能力 ２２０ｋℓ／日 

 

 (4) し尿及び浄化槽汚泥の処理計画 

   栃木地域、大平地域、都賀地域及び西方地域で発生するし尿及び浄化

槽汚泥については、栃木市衛生センターで処理するものとし、藤岡地域及び

岩舟地域で発生するし尿及び浄化槽汚泥については、佐野市衛生センターで

処理するものとする。 
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別紙１ 

 令和７年度ごみの発生量及び処理量見込み 

単位：ｔ／年 

区 分 
生活系ごみ 

（収 集 量） 

事業系ごみ 

（ 清 掃 工 場 の

直接搬入量） 

合 計 

もやすごみ ２７，２３９ １１，３０５ ３８，５４４ 

もやさないごみ １，８７２ ４１１ ２，２８３ 

有害ごみ ２５ ５ ３０ 

資
源
物 

空カン・空ビン １，２２２ － １，２２２ 

ペットボトル ５７９ １ ５８０ 

食品用トレイ １３ － １３ 

小型家電 １８１ １ １８２ 

紙類 

新聞紙 ７０２ １１ ７１３ 

雑誌・その他の紙 ８３０ ５９ ８８９ 

ダンボール紙 ６０９ ８４ ６９３ 

紙パック １５ － １５ 

粗大ごみ １０ ８２１ ８３１ 

合 計 ３３，２９７ １２，６９８ ４５，９９５ 

  ※動物の死体の発生は１，０００体とする。 

 

ごみ資源化の目標量 

                       単位：ｔ／年 

項 目 資源化量 

とちぎクリーンプラザからの資源化量 ４，５６１．００ 

紙 類 ２，１５６．００ 

小型家電 １８２．００ 

集団回収量 １，２６４．００ 

合 計 ８，１６３．００ 
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   ※市外搬出 資源の有効活用及び循環型社会形成のため、下記につい

ては、栃木市外で処理する。 

発生場所 種類 量 搬出先 処理方法 

市民 

市内事業者 
剪定枝等 ４８０．０t 

佐野市 

㈱ 祥 和 コ ー ポ

レーション 

破砕 

（ チ ッ プ

化） 

市民 剪定枝等 ２００．０ｔ 

壬生町 

㈱ 平 成 リ サ イ

クルセンター 

破砕 

（ チ ッ プ

化） 

コープ栃木店 生ごみ ４２．０ｔ 

壬生町 

㈱ 生 ご み リ サ

イ ク ル セ ン タ

ー 

堆肥化 

かましん栃木平柳店 生ごみ １３．２ｔ 

とりせん大平店、栃木

店、藤岡店、蔵の街店 
生ごみ ９６．０ｔ 

茨城県 

下妻市 

㈱ む か し の 堆

肥 

堆肥化 

 

フライングガーデン栃

木店 
生ごみ ６．０ｔ 

魚べい栃木箱森店 生ごみ ６．０ｔ 

たいらや栃木都賀店 生ごみ ２４．０ｔ 

ヨークベニマル大平

町店、栃木平柳店、栃

木祝町店 

生ごみ ７２．０ｔ 

㈱関東エコリサイクル 木くず １２．０ｔ 

群馬県 

千代田町 

㈱ユキ工業 

破砕 

（ チ ッ プ

化） 

合  計 ９５１．２ｔ   
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別紙２ 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第７条に係る許可業者 

  (1) 一般廃棄物収集運搬業者 

№ 業者名 住 所 許可期限 

1 関口商事(株) 栃木市都賀町木 320-1 R9.3.31 

2 (有)岩舟衛生社 栃木市岩舟町新里 1292-4 R9.3.31 

3 (株)片岡産業 宇都宮市飯田町 219-31 R9.3.27 

4 相良運輸(株) 宇都宮市今宮 4-5-36 R8.12.9 

5 栃木カレット(有) 栃木市柏倉町 536-1 R8.11.26 

6 (有)関東実行センター 小山市大字外城 157-3 R8.10.31 

7 (株)結南クリーンセンター 茨城県結城市大字結城 7188 R8.10.26 

8 (有)サガラ陶管 栃木市岩舟町静 2402-1 R8.9.12 

9 (有)丸昭 栃木市都賀町深沢 1111 R8.9.6 

10 (株)サルカン 栃木市大平町榎本 919-1 R8.6.25 

11 (有)セイゴウ 宇都宮市平出工業団地 43-120 R8.3.17 

12 (有)大朏興業 佐野市船津川町 916 R8.5.31 

13 (有)クリーン商事 栃木市平柳町 3-29-41 R7.11.10 

14 (有)エム・エス商会 栃木市大平町新 942-19 R8.4.11 

15 (有)坂本商事 栃木市皆川城内町 2989-4 R8.4.26 

16 (企)とちぎ労働福祉事業団 宇都宮市西川田 7-1-2 R8.4.1 

17 栃木清掃サービス(株) 栃木市城内町 2-61-43 R8.3.31 

18 (株)鴇商 群馬県館林市苗木町 2548 R8.3.31 

19 (株)トオキュウ総合管理サービス 佐野市関川町 947-3 R8.3.31 

20 (株)静井商会総合リサイクル 栃木市大平町西水代 2534-6 R8.3.31 

21 (株)大商 栃木市惣社町 2181 R7.4.21 

22 シーシーエス(有) 佐野市植下町 1164 6 号棟 R8.3.31 

23 (株)髙田産業 埼玉県南埼玉郡宮代町川端 4-13-5 R8.3.17 

24 (有)コンドー 下野市国分寺 1407-2 R8.3.31 

25 田村 攻 栃木市箱森町 22-68 R7.11.26 

26 (株)カワダ商事 栃木市大平町西水代 2525-1 R8.4.16 

27 鈴運メンテック(株) 宇都宮市鶴田町 2-2-10  R7.9.29 
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28 (株)関東産業廃棄物処理公社 栃木市旭町 22-24 R7.9.17 

29 トネリサイクルシステム(株) 群馬県邑楽郡大泉町西小泉 2-3-17 R7.4.24 

30 佐々木商事(株) 群馬県太田市東別所町 66-1 R7.9.4 

31 長島 武 栃木市嘉右衛門町 5-26 R7.8.2 

32 (有)栃北興業 栃木市平柳町 1-5-12 R7.5.31 

33 (株)大高商事 宇都宮市宝木本町 1474-5 R7.5.23 

34 (有)クリーンライフ・イザワ 栃木市大宮町 2050-13 R7.5.19 

35 (有)岸興業 栃木市野中町 1381-11 R7.10.31 

36 村上 行夫 栃木市大平町西野田 2018-8 R7.4.11 

37 (株)北関東廃棄物処理センター 埼玉県深谷市本田字権現堂 3345-12 R7.9.25 

38 古山 輝 栃木市柳橋町 2-19 R7.11.8 

39 穂積工業(有) 小山市大字下石塚 341 R7.7.10 

40 古河環境サービス(株) 茨城県古河市牧野地 459 R9.3.31 

41 (株)Cri-Kai 栃木市宮町 55-1 R8.5.28 

42 (一社)都賀町委託業務受託セクター 栃木市都賀町家中 672-1 R8.6.10 

43 (株)フジオカクリーンワークス 栃木市藤岡町藤岡 2611-3 R8.6.23 

44 宇都宮文化センター(株) 宇都宮市江曽島町 2070 R8.9.5 

45 (同)さくらクリーンサービス 群馬県館林市松沼町 11-6 R7.9.30 

46 (株)オチカイ・テクノス 栃木市都賀町平川 821-1 R7.12.24 

47 (株)横田商事 群馬県館林市足次町 26-1 R8.4.27 

48 長谷川 千草 栃木市大平町富田 1562-5 R7.5.23 

49 (株)３ＷＩＮ 栃木市藤岡町藤岡 1378-3 R8.8.30 

50 (株)原山産業 栃木市藤岡町大前 748 R8.9.9 

51 (株)アベニュー 栃木市箱森町 11-4 R8.12.9 

52 (株)リヴェール東洋 小山市大字出井 927-2 R9.2.18 

53 (有)ニューフロンティア 宇都宮市宝木町 2-869 R9.3.31 

54 (株)Ｏｓｌｉｎｋ 栃木市吹上町 176 R7.4.19 

55 (株)緑新産業 栃木市仲仕上町 102-6 R7.5.22 

56 (株)栃木こすもす 栃木市大平町牛久 31-1 R7.6.15 

57 (株)おおの 鹿沼市上野町 130-3 R8.6.18 

58 (株)グリーン 栃木市片柳町 2-2-60 R8.6.30 
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59 (株)エコクルジャパン 真岡市寺内 695-27 R8.8.26 

60 中山 貴俊 栃木市都賀町合戦場 414-17 R8.6.16 

61 (株)Asazuma コーポレーション 栃木市大平町北武井 782-1  R8.11.5 

62 日立アプライアンステクノサービス(株) 茨城県日立市東多賀町 1-1-1 R8.11.22 

63 桂 富士智 栃木市大平町新 1540-166 R7.5.9 

64 (有)かぬまライフサービス 鹿沼市西鹿沼町 145-1 R7.8.29 

65 (株)New Wind International 栃木市大宮町 1827-7 R7.9.8 

66 古山 智英 小山市神鳥谷 1-23-15 R8.2.3 

67 関晃(株) 栃木市皆川城内町 84-1 R8.8.26 

68 (同)アジャスト 宇都宮市鐺山町 15-1 R8.10.12 

69 (株)セレモール 栃木市沼和田町 5-27 R8.12.15 

70 宝クリエイト(株) 栃木市大平町西野田 20-48 R7.9.7 

71 (有)松新建商 栃木市寄居町 690-1 R7.10.13 

72 笠原 大全 栃木市大町 18-12 R8.5.24 

73 (株)豊進 栃木市都賀町富張 425-1 R8.6.6 

74 あいケアステーション(株) 栃木市薗部町 2-5-9 R8.7.20 

75 (株)ビクトリー 栃木市岩舟町静和 561-1 R8.10.13 

76 (同)M's Clean Partner 栃木市野中町 377-2 R8.10.31 

77 (株)共同陸運 栃木市岩舟町静和 474-4 R8.12.9 

78 (株)生ごみリサイクルセンター 壬生町藤井 1084-1 R9.2.6 

79 (株)聖商事 栃木市大宮町 2607-8 R7.6.14 

80 (有)坂本解体工業 栃木市藤岡町藤岡 4366-5 R7.8.16 

81 (有)アイビス 栃木市西方町元 822 R7.9.30 

82 (有)大環舎 栃木市大平町真弓 1590 R7.10.30 

83 (株)グラティス 栃木市片柳町 4-6-20 R8.2.14 

84 佐藤 文男 栃木市都賀町家中 3093 R8.6.16 

85 沼尾 信明 栃木市大光寺町 155 R8.10.31 

86 髙田 裕光 栃木市鍋山町 1104 R9.1.4 

87 (株)アルボ 栃木市城内町 2-43-11 R9.3.31 
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  (2) 一般廃棄物処分業 

№ 業者名 住 所 許可期限 

1 (有)丸昭 栃木市都賀町深沢 1111 R8.9.6 
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別紙３ 

 許可業者一覧表 

  (1) 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第７条に係る許可業者 

     し尿・浄化槽汚泥 

番号 業者名 住 所 

1 (有)栃木興業 栃木市箱森町 6-31 

2 (有)栃木衛生実行社 栃木市今泉町 2-14-5 

3 (有)栃北興業 栃木市平柳町 1-5-12 

4 (有)大環舎 栃木市大平町真弓 1590 

5 (株)フジオカクリーンワークス 栃木市藤岡町藤岡 2611-3 

6 (有)城南興業 佐野市富岡町 1437 

7 (有)岩舟衛生社 栃木市岩舟町新里 1292-4 

     浄化槽汚泥 

番号 業者名 住 所 

1 宇都宮文化センター(株) 宇都宮市江曽島町 2070 

2 (有)佐野防疫社 佐野市小見町 970-1 

 

  (2) 浄化槽法第３５条に係る許可業者 

番号 業者名 住 所 

1 (有)栃木興業 栃木市箱森町 6-31 

2 (有)栃木衛生実行社 栃木市今泉町 2-14-5 

3 (有)栃北興業 栃木市平柳町 1-5-12 

4 (有)大環舎 栃木市大平町真弓 1590 

5 宇都宮文化センター(株) 宇都宮市江曽島町 2070 

6 (株)フジオカクリーンワークス 栃木市藤岡町藤岡 2611-3 

7 (有)城南興業 佐野市富岡町 1437 

8 (有)岩舟衛生社 栃木市岩舟町新里 1292-4 

9 (有)佐野防疫社 佐野市小見町 970-1 
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  (3) 収集運搬、清掃を行う区域又は施設 

業者名 区域又は施設 

（有）栃木興業 

万町（一部）、倭町（一部）、室町（一部）、片柳町１～

５丁目、湊町、富士見町、境町（一部）、平井町、薗部

町１～４丁目、入舟町、祝町、柳橋町、箱森町、小平

町、錦町、嘉右衛門町（一部）、泉町（一部）、皆川地区

内全町、吹上地区内全町（川原田町は一部）、尻内町（一

部）、栃木刑務所、市立学校、栃木地域内の市有施設 

（有）栃木衛生実行社 

万町（一部）、倭町（一部）、旭町、室町（一部）、城内

町１丁目、城内町２丁目、神田町、本町、日ノ出町、河

合町、境町（一部）、泉町（一部）、昭和町（一部）、大

宮地区内全町（大宮町、平柳町１丁目、平柳町３丁目は

一部）、寺尾地区内全町（尻内町は一部）、国府地区内全

町（柳原町、大塚町は一部） 

（有）栃北興業 

沼和田町、嘉右衛門町（一部）、大町、昭和町（一部）、

大宮町（一部）、平柳町１丁目（一部）、平柳町３丁目

（一部）、川原田町（一部）、柳原町（一部）、大塚町

（一部）、大平地域、都賀地域、西方地域 

（有）大環舎 大平地域 

宇 都 宮 文 化 セ ン タ ー

（株） 

西方地域（浄化槽清掃は西方総合公園管理棟・林間広

場トイレ、ネクスコ東日本(株)都賀西方パーキングエ

リア(下り)に限る） 

(株 )フジオカクリーン

ワークス 
藤岡地域、岩舟地域 

（有）城南興業 藤岡地域、岩舟地域（浄化槽汚泥、浄化槽清掃のみ）  

（有）岩舟衛生社 岩舟地域 

（有）佐野防疫社 岩舟地域（浄化槽汚泥、浄化槽清掃のみ） 

 


